
　広報きたあきた　20．９．16  10

　
公
民
館
公
開
講
座「
先
人
に
学
ぶ（
第
２

回
）」が
８
月
25
日
、浜
辺
の
歌
音
楽
館
で

開
か
れ
、約
50
人
の
受
講
生
が
、「
浜
辺
の
歌
」

の
作
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
郷
土
の

先
人
・
成
田
為
三
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
講
師
は
、同
館
の
終
身
名
誉
館
長
で
為

三
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
る
作
曲
家
の

後
藤
惣
一
郎
さ
ん（
86
）＝
栄
字
前
綱
＝
。

第
２
回
目
の
講
座
で
は
、「
作
曲
家
と
し
て

の
本
命
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
」と
題
し
、後

藤
さ
ん
が
作
曲
家
と
し
て
の
為
三
や
業
績

に
つ
い
て
語
っ
た
ほ
か
、録
音
テ
ー
プ
で

為
三
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。�

　
後
藤
さ
ん
は
は
じ
め
に
、第
１
回
目
の

講
座
同
様
、「
為
三
は
、浜
辺
の
歌
の
作
曲
家
、

歌
曲
の
作
曲
家
と
一
辺
倒
に
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、多
く
の
器
楽
曲
や
管
弦
楽
曲
を
作
っ

た
本
格
的
な
作
曲
家
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ

て
ほ
し
い
」と
切
り
出
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
上
で
、「
最
近
の
音
楽
は
感
覚
だ
け

で
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、そ
の
ま
ま
大

衆
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、本
物
と
言
わ
れ
る
曲
は
和
声
学

や
対
位
法
と
い
っ
た
楽
理（
音
楽
理
論
）に

裏
付
け
ら
れ
た
も
の
。和
声
学
と
対
位
法

は
音
楽
の
音
を
組
み
立
て
る
た
め
の
ル
ー

ル
で
、こ
れ
が
わ
か
ら
な
い
と
本
当
の
曲

を
作
れ
な
い
」、と
曲
作
り
の
本
質
に
つ
い

て
述
べ
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、「
為
三
は
ド
イ
ツ
で
そ
う
い
っ

た
音
楽
の
基
礎
を
学
び
、大
き
な
抱
負
を
持
っ

て
帰
国
し
た
。帰
国
後
、身
に
付
け
た
対
位

法
の
技
術
を
も
と
に
し
た
理
論
書
な
ど
を

著
す
と
と
も
に
、当
時
の
日
本
に
は
な
か
っ

た
初
等
音
楽
教
育
で
の
輪
唱
の
普
及
を
提

唱
し
、輪
唱
曲
集
な
ど
も
発
行
し
た
。留
学

中
も『
山
の
枇
杷
』と
い
う
輪
唱
曲
を
作
っ

て
雑
誌
・
赤
い
鳥
に
送
っ
て
い
る
」と
紹
介

し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、「
為
三
の
童
謡『
か
な
り
や
』な
ど

が
発
表
さ
れ
る
ま
で
は
、子
供
の
歌
は
地

理
を
覚
え
る
た
め
の『
鉄
道
唱
歌
』、歴
史

を
歌
っ
た『
青
葉
し
げ
れ
る
』と
い
っ
た
唱

歌
し
か
な
か
っ
た
。為
三
は
、童
謡
を
音
楽

性
あ
ふ
れ
る
芸
術
の
域
に
導
い
た
元
祖
」

と
評
価
し
、「『
砂
山
』と
い
う
童
謡
は
中
山

晋
平
も
作
曲
し
て
い
る
が
、明
る
い
曲
調
。

し
か
し
為
三
は
、歌
詞
の
イ
メ
ー
ジ
を
忠

実
に
表
現
し
よ
う
と
暗
い
曲
調
に
し
た
」と
、

歌
詞
の
こ
と
ば
と
情
感
を
深
く
理
解
し
た

作
曲
家
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
ま
す
。�

　
為
三
の
作
品
に
つ
い
て
は
、「
浜
辺
の
歌

や
秋
田
県
民
歌
の
ほ
か
、合
唱
曲
、管
弦
楽

曲
な
ど
作
曲
し
た
曲
は
こ
れ
ま
で
３
０
５

曲
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、楽
譜

は
多
く
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。そ

れ
は
、戦
争
中
、自
宅
に
保
管
し
て
い
た
作

品
が
空
襲
で
す
べ
て
焼
け
て
し
ま
っ
た
た

め
」と
説
明
し
ま
し
た
。�

　
為
三
の
生
き
た
時
代
は
、日
本
で
は
器

楽
曲
や
大
規
模
な
管
弦
楽
曲
が
演
奏
さ
れ

る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、為
三
の
曲
も

多
く
が
楽
譜
ケ
ー
ス
に
納
め
ら
れ
た
ま
ま

日
の
目
を
見
る
こ
と
も
な
く
、最
後
に
は

空
襲
で
失
わ
れ
る
、と
い
う
運
命
を
た
ど

る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。�

　
最
後
に
後
藤
さ
ん
は
、「
妻
の
文
子
さ
ん

に
よ
る
と
、為
三
は
空
襲
の
と
き
楽
譜
を

納
め
た
本
棚
に
し
が
み
つ
き
離
れ
な
か
っ

た
ら
し
い
。為
三
を
強
引
に
引
き
離
し
た

文
子
さ
ん
が
後
日
、『
命
は
助
か
っ
た
が
、

乱
暴
な
こ
と
を
し
た
』と
涙
を
流
し
な
が

ら
話
し
て
い
た
ほ
ど
。ほ
か
に
ど
ん
な
曲

が
あ
っ
た
の
か
、今
と
な
っ
て
は
想
像
す

る
よ
り
な
い｣

と
、当
時
の
為
三
の
心
情
を

思
い
や
る
と
と
も
に
、失
わ
れ
た
作
品
の

世
界
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。�

　
な
お
、第
３
回
講
座
は
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。聴
講
は
無
料
で
す
。�

■
第
３
回
講
座�
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／
９
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成田為三�1893 - 1945

　旧米内沢村生

まれの作曲家。

二ツ井尋常高等

小、秋田県師範

卒。大正３年に

現在の東京芸術

大学の前身であ

る東京音楽学校

に入学し、在学

中、在野の山田耕筰に作曲を師事します。

大正４、５年頃「はまべ（浜辺の歌）」を作

曲しました。

　大正８年、雑誌『赤い鳥』に「かなりや」

を発表、一躍有名になります。以後、『赤

い鳥』の専属作曲家となり、大正10年に

はドイツに留学、作曲法を学びます。そ

の後、国立音楽学校教授などを歴任。同

20年４月には空襲で自宅が焼失、多くの

作品を失います。同年10月、脳溢血のた

め51歳で急逝し、遺骨が米内沢の龍淵寺

に埋葬されました。

昭和15年頃の為三

なりたためぞう

講師の後藤惣一郎さん

本
格
的
な
作
曲
家
・
成
田
為
三
を
学
ぶ�

作
曲
し
た
作
品
は
３
０
０
曲
以
上
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
空
襲
で
灰
に�

市
公
民
館
公
開
講
座
「
先
人
に
学
ぶ
」
第
２
回�

市公民館講座「先人に学ぶ」（第２回）�
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国保被保険者証更新／市長日誌�

◇
８
月
16
日
〜
31
日

市
長
日
誌

18
日（
月
）▽
秋
田
内
陸
線
問
題
に
つ
い
て
知
事
と
仙
北
市

長
と
三
者
で
会
談（
県
庁
）�

19
日（
火
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
と
の
懇
談
会
に
出
席（
産
業

会
館
）�

20
日（
水
）▽
秋
田
内
陸
線
に
か
か
る
知
事
と
北
秋
田
市
議

と
の
意
見
交
換
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
）▽
北
秋
田

市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会

議
に
出
席（
森
吉
支
所
）▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療

福
祉
協
議
会
に
出
席（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）▽
北
秋

中
央
病
院
運
営
委
員
会
に
出
席（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

21
日（
木
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理

者
会
議
に
出
席（
公
立
米
内
沢
病
院
）�

22
日（
金
）▽
県
道
河
辺
阿
仁
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会
に
出
席（
阿
仁
支
所
）▽
企
業
誘
致
用
務
で
上
京�

25
日（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合

議
会
に
出
席（
森
吉
支
所
）�

26
日（
火
）▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村
建

設
促
進
大
会
お
よ
び
要
望
活
動
に
参
加（
東
京
都
）�

29
日（
金
）▽
阿
仁
分
署
へ
配
備
の
高
規
格
救
急
車
披
露
式

に
出
席（
阿
仁
分
署
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院

組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
議

会
・
議
員
全
員
協
議
会
に
出

席（
公
立
米
内
沢
病
院
）▽

阿
仁
地
区
移
動
行
政
懇
話

会
に
出
席（
阿
仁
ふ
る
さ
と

文
化
セ
ン
タ
ー
）�

31
日（
日
）▽
北
秋
田
市
民
俗
芸
能

大
会
に
出
席（
文
化
会
館
）�

▲北秋田市民俗芸能大会で（8/31）

国民健康保険被保険者証の更新について�
平成20年10月1日から国保の被保険者証（保険証）が新しくなります。

�

※更新は郵送（９月末までに、世帯ごとにまとめて郵送）になります。�

【国保窓口からのお願い】

保険証が届きましたら、まず内容・枚数（加入者）をご確認ください！

１．現在入院中あるいは通院中の方は、平成20年10月1日から新しい

　　保険証を必ず保険医療機関等の窓口へ提示してください。�

２．70歳以上の方は「国民健康保険高齢受給者証」と保険証を一緒に保

　　険医療機関窓口へ提示してください。�

３．古い保険証は、お手数でも必ず破棄してください。�

●資格異動手続き：社会保険への加入や転出など、国保資格の異動（脱退）手続きの際は、異動する人の保険証を支所窓口

　へご持参ください。また、世帯主の変更や住所変更の際は、国保に加入されている世帯全員の保険証をご持参ください。�

●学生の場合：世帯に学生の方（住所が市外）がいる場合は、必ず在学証明書又は学生証（有効期限があるものに限る）を

　ご持参の上、保険課及び各支所の国保窓口に申請してください。�

　※国保税を滞納している世帯には、短期保険証（有効期限６カ月）が交付されます。各支所で納税相談を受けていただ

　　いた上での窓口交付となります。�

【有効期限について】

　国民健康保険被保険者証は毎年10月１日に更新していますが、平成20年４月からの制度改正により、保険証の

有効期限が平成21年９月30日以前となる場合があります。その主なものは下記のとおりです。�

　①平成21年９月30日までに75歳になる方は？ ⇒「有効期限：誕生日の前日」※誕生日から後期高齢者医療制度へ移行�

　②平成21年９月30日までに65歳になる退職国保の方は？�

　　　⇒「有効期限：誕生日の属する月の末日（１日生まれは前月の末日）」※65歳から一般国保へ移行。�

　●なお、有効期限切れ後の特別な届け出等は必要なく、新たに保険証又は後期高齢者受給者証等が送付されます。�

　《お問い合わせ》　保険課　a６２－１１１７　または各支所市民福祉課まで�

有効期限
番　　号

氏　　名　北 秋 太 郎
生年月日　昭和○○年○月○日
世帯主名　北 秋 一 郎
住　　所　秋田県北秋田市

国民健康保険
退職被保険者証

該当得年月日
交付年月日
保険者番号

保険者名　

有効期限
番　　号

氏　　名　北 秋 太 郎
生年月日　昭和○○年○月○日
世帯主名　北 秋 一 郎
住　　所　秋田県北秋田市

国民健康保険
被保険者証

該当得年月日
交付年月日
保険者番号

保険者名　

一
般（
水
色
）

退
職（
薄
緑
色
）

▲
▲

色は　一般が水色　退職が薄緑色　の２色です。�


